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報道機関 各位 

「燃料電池ごみ収集車実装支援事業」  

出発式を行いました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和６年１０月３日、東久留米市役所にて「燃料電池ごみ収集車実装支援事業」

出発式を開催し、燃料電池ごみ収集車の試験運用を開始しました。 

本事業は、東久留米市、東京都、コマーシャル・ジャパン・パートナーシップ・

テクノロジーズ株式会社、いすゞリーシングサービス株式会社が共同で実施す

るもので、東久留米市が水素を燃料として走るごみ収集車を令和８年２月まで

の約１年半無償で借り受け、日々のごみ収集で使用しながら将来的な導入に向

けた検証等を行うものです。本事業の実施につきましては、都内で３番目の事例

になります。 

 燃料電池ごみ収集車は水素から電気を作り、それを動力として走ることから、

▲出発式の様子 

（左から順に、奥山理志 CommercialJapanPartnershipTechnologies株式会社シニア

プロジェクトリーダー、田中慎一東京都産業労働局長、富田市長、沢田孝康東久留米

市議会議長、大屋稔東久留米市清掃事業協同組合理事長） 
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ＣＯ２を排出せず環境に優しいこと、走行中や作業中の静粛性が高いことが特

徴であり、試験運用を通して、こうした車の特性を把握し、導入に向けた検証を

行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東久留米市環境安全部ごみ対策課長のコメント】 

燃料電池ごみ収集車の試験運用は、モビリティ分野における脱炭素化を推進

するための先進的な取組みです。市では２０５０年のゼロカーボンシティ実現

を目指していますが、環境に優しいごみ収集車がまちなかを走り、市民の皆様に

身近に感じて頂くことで、ゼロカーボンの機運醸成にも繋げていきたいと考え

ています。 

 
                     

■問い合わせ先  

ごみ対策課長・山口 電話０４２・４７３・２１１７ 

燃料電池ごみ収集車 


